
個別避難計画書
作成について

あじさい相談センター
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岐阜市災害時ケアプランについて
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岐阜市災害時ケアプランについて
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本人の特性等

•身体障害者手帳1級 療育手帳A1 37歳女性

•医療的ケア
吸引、吸入、胃ろう、人工呼吸器使用、常時サチュ
レーション使用・酸素

•コミュニケーション手段 表情から判断
•移動手段 （特殊な車いす）

•家族構成 父 単身赴任中 母 元看護師 本人
・自宅の環境 浸水想定深 0.5～3ｍの立地
・土砂崩れの心配も少ない地域
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・平常時の備え（事前準備）

・発災直後の行動（初動）

浸水災害よりも地震災害を中心に作成しました

プラン作成の手順として
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事前準備 ここで困ったこと

 家族以外の支援者を誰にお願いするか

 地域と繋がろうと思いました。市民活動交流センターで自治
会の名前や会長名を教えてもらえないか問い合わせをしまし
た。

＊個人情報の壁で情報を得ることが出来ませんでした。

ご家族に自治会長・自治会名を聞く。

幸いこの方は自治会と繋がっていました。会長にお電話で事
情を話ししたところ、本人と直接は会ったことはないが、障害
があることは知ってみえ、快く支援者になることを承諾してく
ださいました。また自治会で保有している発電機を災害時に使
用しても良いとの返事をいただきました。
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ここで思ったこと

 この方の自治会長さんはとても協力的でしたが、
市民活動交流センターからお聞きした自治会長さ
んについての話では、最近は自治会のない地域も
あるそうです。自治会長さんも仕方なしにやって
いる方もみえるそうで、協力が得られないことも
容易に想像できます。

 また障害者家族の方が自治会に入っていないケー
スもあるかもしれません。入っていても交流がな
かったり、障害者がいることを周知していない
ケースもあると思います。家族以外の支援者をお
願いすることは容易ではないと思います。
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避難の時に必ずいるものを書き出す

医療的ケア時に必要なもの

 人工呼吸器

 酸素濃縮器

 呼吸器用加湿器

 たん吸引機 吸入器 点滴棒 Sフック

 パルスオキシメーター等

酒精綿・経管栄養バック・シリンジ・吸引チューブ・カ
ニューレ・精製水・ガーゼ類 栄養剤（ラコール・ソリタ
等・水

（おむつ・タオル類 着替え 体温調整に必要なもの）
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呼吸器

パルスオキシメーター

吸入・吸引機

加湿器
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こんなに多くの物をもっていかなければ
命を守ることが出来ないという現実

一般的に・・・

発災直後は、要配慮者等も小学校等の一般避難所に
避難し、その後、当該一般避難所で の生活が困難な
場合には、地域災害対策本部からの要請により市災
害対策本部の指示で 福祉避難所を開設避難すること
ができる。とありますが・・

この方が一般避難所で生活することは困難である
と私は思った。

そのため、福祉避難所への直接避難についても検
討してほしい。

また医療的ケアの必要な方は福祉避難所なら大丈
夫なのか？との疑問も出てきた。
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避難することを前提に避難先を考えました

・第１希望避難先（在宅避難）

・第２希望避難先（緊急入所先 ●●●●）
定期受診有 短期入所利用有
距離は3.7㎞ 徒歩50分 車10分

・第３希望避難先 近くの福祉避難所：●●
距離は2.7㎞ 徒歩35分 車7分

一般避難所は考えられない！

11



第１希望避難先（在宅避難）

・自宅崩壊の危険はないのか？

・ライフラインは？電源は？

・呼吸器バッテリー８時間 外部バッテリー８時間

自治会保有の発電機も使用が可能

・蓄電器はあるが、どの機器が何時間使用できるかは

わからない

・近所に飲料可能な井戸を保有している家があるか？

・自宅避難していることを行政に伝える方法は？

・医療的ケアの継続方法は？

・ケアは母がする。母親の体調不良の時はどうする？
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第２希望避難先
（緊急入所先 ●●●●）

•距離は3.7㎞ 徒歩50分 車10分

•移動は車。徒歩の場合は特殊な車いすで。

 ※徒歩で移動の場合はに必需品は支援者に
お願いする！

※病院なので、持って行かなくてもよい
ものもある。

 ※母がケアが出来ない時は看護師さんに
お願いできる。

 ※期間が長くなっても、避難が可能かも・・・
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第３希望避難先
近くの福祉避難所：●●

 病院併設なので受け入れが大丈夫なら

避難できる

 安心できる環境は家族同伴で電源が

あるところ

 ケアは母がする。

母の体調管理もお願いできる
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連絡体制を明確に

•家族への連絡先 ①母 090-0000-0000
②父 080-0000-0000
③妹 090-0000-0000

•支援者の連絡先 自治会長が支援者承諾済
A氏 080-0000-0000

•支援者の役割分担
→行政への連絡
→徒歩で移動する場合に協力していただく。
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発災直後の行動（初動）

①安全確保
・一時的に隣の商業施設駐車場に待機する
・本人の安全確認
・医療機器の電源確保

②避難判断
・自宅の安全性、崩壊の恐れがないか
・自宅避難→支援者に自宅避難を伝える
・避難先へ移動→
・車移動が可能な時→支援者に避難先を伝える
・不可能な時は車いすで徒歩で移動→

支援者に連絡して介助者を確保し移動する
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・情報収集について
→ 携帯電話等で情報収集
→ 行政防災アプリ利用

・医療機器の支援窓口（故障等）
→ 呼吸器・酸素・サチュレーション等

フクダライフテック中部

・災害拠点病院
→ 総合医療センター・大学病院・赤十字病院

        岐阜市民病院・松波総合病院

・DMAT （上記の5つの病院派遣可能）
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心配なこと

 通信が機能するのか

 計画が実行可能な計画なのか

 具体的に計画できているか

◆終わりに

実行可能な計画を作らなければ意味がないと思う
絵に描いた餅ではないものをと思う！！
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